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ア
ラ
l

ア
リ

七
屈
の
畠
山
民
は
こ
L
に
銀
を
置
い
た
。
十
年
石
助
一
子
揚
に
教
授
し
た
が
、
江
戸
に
は
荻
生
狙
僚
が
あ
っ

山
の
衆
徒
が
前
出
利
家
に
抗
し
た
時
、

ζ

の
鍵
を
興
一
て
、
功
名
を
樹
て
る
俄
地
が
な
か
っ
た
か
ら
、
去
っ

さ
う
と
し
た
が
、
佐
久
間
脱
政
の
箪
に
庖
ら
れ
た
。
一
て
京
師
に
佳
し
た
。
白
蛾
胤
易
を
解
す
る
に
於
い
て

越
管
賀
三
州
志
に
、
『
荒
山
と
い
ふ
も
山
名
也
。
勝
山
一
妙
を
得
、
古
胤
易
経
断
等
鍛
十
都
を
著
し
て
名
聾
大

と
は
別
也
。
叉
新
山
と
も
苗
す
。
云
々
。
一
方
は
射
一
に
揚
り
、
前
出
治
備
の
祭
校
を
奥
遣
す
る
に
笛
り
寛

水
郷
小
湖
村
領
也
。
此
の
山
の
腰
を
泊
、
り
芹
川
村
よ
一
政
三
年
七
用
問
仰
せ
ら
れ
て
線
三
百
石
を
食
み
、
翌
四

り
の
越
中
道
也
o
是
を
荒
山
越
と
い
ふ
。
此
の
荒
山
一
年
二
用
型
顕
を
命
ぜ
ら
れ
、
別
に
職
俸
五
十
石
を
賜

よ
り
拍
の
方
へ
商
館
三
十
町
許
管
れ
ば
石
励
山
也
。
一
は
り
、
俣
の
侍
識
を
鎌
ね
、
=
一
周
二
日
開
授
の
典
を

芝
峠
と
い
ふ
も
此
の
間
也
0
』
と
記
す
る
。
一
事
げ
た
。
然
る
に
白
織
は
こ
の
時
阪
に
七
十
九
歳
で

ア
ラ
ヤ
マ
タ
ウ
ゲ
荒
山
時
鹿
島
郡
芹
川
原
山
↑
あ
っ
た
の
で
、
五
周
十
四
日
念
に
易
一
賀
し
た
。
子
孫

分
か
ら
越
中
氷
見
榔
小
網
に
出
る
凶
境
の
峠
。
高
さ
一
相
続
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

三
八
回
米
o
能
賞
誌
に
、
『
芹
川
村
よ
り
越
中
へ
越
る
一
ア
ラ
ヰ
ス
ケ
ノ
リ
新
井
舗
徳
逝
稽
胤
磁
。
字

道
を
ば
荒
山
趨
と
い
ふ
o
難
所
に
て
氷
見
ま
で
五
壁
一
は
直
。
脱
は
思
溺
o
貨
は
奥
力
不
破
同
左
衛
門
の
弟

あ
り
o
峠
の
東
の
方
に
1

昔
石
動
山
般
若
院
等
の
組
一
で
あ
っ
た
。
文
化
十
一
年
十
二
用
益
矢
新
井
晋
平
の

併
の
取
出
の
跡
あ
り
o
』
と
あ
る
。
一
也
知
の
内
八
十
石
を
警
c
、
後
二
十
石
を
加
へ
、
出

ア
ラ
ヰ
荒
升
源
平
一
服
装
記
器
永
二
年
の
傑
に
、
一
で
L
昌
平
袈
に
感
び
、
天
保
十
年
組
外
に
班
し
、
助

『
加
賀
凶
弁
家
・
棒
鰭
多
・
荒
升
云
々
ま
で
辿
た
り
。
』
一
一
教
に
任
じ
た
が
、
同
年
儒
者
を
除
か
れ
・
、
十
二
年
助

と
あ
る
荒
井
は
荒
屋
の
絞
り
で
、
今
の
河
北
部
東
荒
一
敬
加
人
と
な
り
、
十
周
年
九
周
一
持
び
助
教
本
役
に
復

犀

で

あ

ら

う

。

一

し

た

ゆ

人

と

岱

-O俊
爽
に
し
て
談
論
に
長
じ
、
家
侮

ア
ラ
ヰ
ア
ツ
ミ
ツ
新
井
篤
光
逝
抑
制
升
平
o
寛
一
の
易
政
に
詳
し
く
、
陵
邸
三
年
十
一
周
七
十
三
援
を

政
三
年
新
番
と
な
り
、
四
年
父
白
蛾
の
治
知
の
内
二
一
以
て
夜
し
た
。

百
一
命
を
裂
い
で
御
儒
者
に
列
し
、
明
倫
堂
助
教
と
な
一
ア
ラ
ヰ
ヌ
キ
ナ
涜
井
貫
名
金
揮
の
入
。
遁
構

っ
た
。
篤
光
雄
緋
流
る
L
如
く
で
あ
っ
た
が
、
人
と
一
和
平
。
正
木
闘
と
穂
し
、
和
歌
を
以
て
顕
れ
、
そ
の

な
り
趨
換
で
皐
も
亦
深
く
な
か
っ
た
。
文
化
六
年
一
師
事
す
る
所
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
文
化
・
文
政
の

夜

。

一

際

古

制

を

以

て

一

族

蛾

を

樹

て

た

。

替

も

亦

奇

古

に

ア
ラ
ヰ
シ
ン
ペ
イ
新
井
菅
平
文
化
六
年
養
父
一
し
て
、
人
目
を
驚
か
す
も
の
が
あ
っ
た
。

升
M
T
篤
光
の
也
知
の
内
百
討
を
受
け
、
同
十
一
年
波
一
ア
リ
ア
ケ
マ
ル
有
明
丸
加
賀
務
の
帆
前
館
。

し
た
。
養
子
胤
綴
輔
徳
そ
の
後
を
裂
い
だ
。
一
慶
臨
元
年
十
二
局
江
戸
石
川
島
で
建
造
し
た
も
の
。

ア
ラ
ヰ
ス
ケ
タ
カ
新
井
訪
登
字
は
議
官
、
白
一
木
遣
、
長
さ
二
十
閲
五
尺
、
幅
四
間
一
尺
九
寸
。

蛾
と
鋭
し
た
o
そ
の
矢
給
勝
は
元
加
賀
の
人
で
あ
っ
一
ア

g
z
在
江
幻
ル
鹿
島
郡
一
背
庄
に
屈
す
る

た
が
、
浅
見
制
策
に
皐
び
、
後
江
戸
に
住
し
た
。
白
一
邸
帯
。
能
資
名
跡
志
に
『
在
江
村
に
質
感
の
壌
と
て

蛾
幼
よ
り
型
経
を
研
寂
し
、
十
九
歳
に
し
て
製
設
朱
一
古
塚
あ
り
。
言
談
。
に
や
。
』
と
あ
る
。

に
闘
し
た
。
元
文
元
年
臓
を
紳
回
紺
屋
町
に
下
し
て
一
ア
リ
ガ
タ
ヤ
マ
有
形
山
能
美
郡
風
嵐
の
東
南

に
あ
る
。
高
き
一

O
一
一
米
。
山
健
保
羅
系
。

ア
9
ガ
ナ
ガ
ハ
ル
有
賀
長
治
直
政
の
子
。
初

め
秦
四
郎
、
後
に
秦
六
と
帯
し
た
。
初
め
尖
と
共
に

朝
食
義
景
に
仕
へ
て
腿
戦
功
が
あ
り
。
加
賀
寺
井
の

土
越
を
撃
っ
て
首
級
を
得
た
時
に
は
義
景
か
ら
感
伏

を
得
た
。
天
正
十
八
年
入
王
子
の
役
に
前
回
利
長
に

従
う
て
奮
戦
し
、
利
長
替
を
矢
直
政
に
奥
へ
て
之
を

貸
し
た
。
直
政
老
を
告
ぐ
る
に
及
ん
で
そ
の
様
を
襲

い
だ
が
、
後
に
故
あ
っ
て
籍
を
削
ら
れ
、
そ
の
終
る

所
を
知
ら
ぬ
。

ア
リ
ガ
ナ
ホ
カ
ツ
有
賀
直
一
週
穂
高
太
郎
・

甚
太
夫
・
右
近
・
清
右
衛
門
。
突
は
甚
兵
衛
直
邑
。
直

一
貨
膳
四
年
二
周
晦
日
生
ま
れ
、
寛
政
二
年
矢
の
回
以

後
旅
千
六
百
石
を
襲
ぎ
、
小
松
町
翠
行
・
御
蹴
国
務
奉

行
・
御
細
工
奉
行
・
御
先
筒
頭
に
睦
任
し
、
文
化
九
年

正
用
廿
三
日
夜
し
た
。
次
子
高
六
郎
政
方
そ
の
後
を

受
け
た
。

ア
日
ガ
ナ
ホ
ハ
ル
有
賀
直
治
逝
稽
左
京
。
襲

六
長
治
の
弟
0
.

兄
の
倒
籍
せ
ら
れ
た
後
数
年
を
綬
て

前
回
利
長
に
仕
へ
、
大
連
寺
の
役
に
功
を
立
て
、
七

百
石
を
食
ん
だ
。
後
高
岡
町
奉
行
と
な
り
、
民
政
に

関
し
て
績
が
あ
っ
た
。
元
和
元
年
波
し
、
子
鎚
殿
助

宗
俊
そ
の
後
を
受
け
た
。

ア
日
ガ
ナ
ホ
マ
ザ
有
賀
直
政
本
姓
は
奏
。
遺

構
秦
六
。
美
濃
の
人
で
、
初
め
越
前
の
朝
食
義
景
に

仕
へ
た
が
、
義
崇
の
亡
後
諸
子
を
誼
し
来
っ
て
前
田

利
家
に
仕
へ
、
職
四
千
石
を
食
ん
だ
。
晩
に
老
を
告

げ
、
有
賀
腐
訓
告
訴
元
と
捜
し
た
。
有
賀
鷲
は
一
に
有
加

鷲
と
も
書
い
て
ゐ
る
。
慶
長
入
年
七
周
三
日
夜
。

ア
日
ガ
ナ
ホ
マ
サ
有
賀
謹
昌
一
詩
は
政
明
。

遺
構
奥
十
郎
・
甚
卒
女
・
右
近
・
内
膳
・
甚
兵
衛
o
享
保

十
一
年
十
一
周
十
六
日
生
ま
れ
、
費
暦
十
年
十
二
周

十
六
日
常
〈
政
謹
の
臓
を
襲
ぎ
、
所
口
町
奉
行
・
御
馬

二
四

廻
番
頭
等
と
な

b
、
寛
政
二
年
正
用
十
一
日
病
残
し

た
。
事
年
六
十
五
。
法
議
後
容
滞
。

ア
9
ガ
ハ
ラ
蟻
ヶ
原
鹿
島
郡
浅
井
庄
に
鴎
す

る
部
務
。
村
名
由
来
書
に
、
鹿
長
四
年
蛾
ヶ
原
と
い

ふ
地
を
新
聞
し
た
に
起
る
と
あ
る
。

ア
9
ガ
マ
サ
テ
ル
宥
賀
政
照
沼
栂
林
左
術
門
・

左
平
太
。
賀
は
大
揚
民
。
元
総
十
六
年
有
賀
政
抵
の

糠
を
襲
ゲ
、
資
永
元
年
病
ん
で
夜
し
た
。

ア
リ
ガ
マ
サ
ト
ホ
有
賀
政
選
迦
稽
泊
太
夫
。

政
抵
の
子
。
政
照
の
義
子
と
な
り
、
認
永
元
年
幼
に

し
て
そ
の
誠
一
=
の
一
を
嗣
ぎ
、
正
徳
元
年
前
領
千
六

百
石
に
復
し
、
質
勝
十
年
七
用
十
四
日
夜
し
た
。

ア
リ
ガ
マ
サ
ヒ
固
有
賀
政
寛
逝
稽
茜
六
郎
・
内

勝
。
承
路
三
年
尖
宗
俊
の
隊
中
千
石
を
制
捜
ぎ
、
五
百

石
を
弟
牢
左
衛
門
に
配
分
し
た
。
政
路
線
三
百
石
を

加
ふ
る
こ
と
二
次
に
し
て
、
千
六
百
石
に
主
h
v
、
先

筒
顕
・
定
番
顕
等
に
任
じ
、
元
機
十
六
年
六
泊
五
日

夜
し
た
。

ア
リ
ガ
ム
ネ
ト
シ
有
賀
宗
俊
逝
務
総
殿
助
。

直
治
の
子
。
元
和
元
年
尖
の
旅
七
百
石
を
制
捜
ぎ
、
後

八
百
石
を
加
へ
て
千
五
百
石
を
領
し
、
御
小
将
番
顕
・

御
小
将
顕
に
限
任
し
、
承
館
二
年
残
し
た
。

ア
9
ザ
ハ
ア
リ
ザ
ダ
有
選
有
貞
沼
務
六
郎
・
惣

諮
・
采
右
衛
門
。
惣
務
致
貞
の
子
。
明
和
入
年
新
番

と
な
っ
て
御
涯
習
に
勤
仕
し
、
安
永
七
年
新
知
百
石

で
組
外
に
列
し
、
天
明
周
年
五
十
石
、
寛
政
四
年
五

十
石
を
加
へ
、
九
年
物
顕
強
に
祭
。
、
亭
和
二
年
七

周
二
日
夜
し
た
。

ア
リ
ザ
ハ
ザ
ダ
チ
カ
有
還
貞
親
逝
都
八
三
郎
・

.
歪
匂
衡
門
・
幸
臓
・
樽
右
衛
門
O

命
貞
の
養
子
1

寛
政

七
年
養
焚
の
越
知
二
百
石
を
嬰
ぎ
、
御
馬
廻
に
列
し
、

武
具
奉
行
・
御
近
習
番
・
頭
韻
御
近
習
御
用
等
に
隠
任

し
た
。


